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は，濃度の高い;甘から， Ca， Mn， AI， Fe， Na， Zn， Rb， La， Ce， Sm，と Scで，一郎のリター
フォーJレについては V も定散された。最も高い Caの平均濃度は1.24%， もっとも低い Scは
0.1 ppmであった。リターフォーJレによって林地(C.選光される金!誠元紫は， Ca 30.1. Mn 3.27， 
AI 2. 12， Fe O. 91， Na O. 40， Zn O. 17 (kgjha. yりなどが比較的多く，以下， Rb 19.5， La 
6. 93， Ca 4. 27， V 1. 76， Sm 1. 62，および ScO. 24 (gjha. yr)であった。
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m にわたる1地小流域で， mお岩を母材とする深j溺風化地帯にあり， アカマツ， クロ?ツを主
とし一部ヒノキが漉じった林分を形成しており，樹越はほぼ閉鎖している。 リターフォー Jレは
1985i手11月から1987iF.10月までの2年間にわたって， 0.5 mxO. 5 mのサランネットで作成した
捕築器5倒を林内に置いて採取したo 1986年12月までは約2週間俗!C，それ以降は1ヶ月単位で








Al， Ca， Mnなど，続寿命紋離をj布いて定設する元識は，熱中性子東1.5 x 1013n ・ cm-2 • sec-1 
で10秒間照射し， 30--、400秒冷却後， 200秒間 T線を測定した。 Sm，Laなどの中寿命核綴およ
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Fig. 1 Monthly change of liter削1.
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した。 Caの場合，その濃度の事官i変化は1月から 2)'Jにかけて高く， 3月から秋口にかけてほほ
1%と，…定の{泣を訴している。生誕r:jJのミネラ jレの季節変化についての;提の報告6)によると
N， Pの濃度は4月におく， 5月になると急激に減少し，そのあとほぼ一定となる。 この轍向
Ca 
句。o
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Seasonal changes of concentration of rnetal elern芭ntsin literfal 




激に地大した後， 5 YJ...10月まで一定備を治すもの(マユミ，クロモジ)， 5月から 6)~にかけ
ていったん減少したあとほぼ一定備を訴す(オオモミジ，ネジキ)など*~f稽によって;恐いがある。
また，初日7)によると， トドマツの社!鈴木，エゾマツの老樹木の~年生の策中の N， Pの濃度に
ついては，上記した樹趨の葉と悶じように，選手ICi1Gくその後減少する。 しかし， Caは逆に溶か




占める落葉においても Caの合有本が大きくなった結果と拙定できる。 Mnも冬季に高く， 3月
から 7月まではほぼ一定の似を訴すことは Caと悶様であるが，ji!挙lこ一時的な濃度の上恥昇が認
められた。これらにたいして， Znでは顕著?な季節変化が認められなかった。 Vの場合， 33点の
試料中検出されたのは15)えであった。 ζの原悶として， i試料にもともと合まれていないか，ある
いは含有率が低い場合 (<0.1ppm) ，放射化されて生成する 52Vのy線のどークが他の核離の
それに妨饗された結果，検出されなかったと考えられる。 Vは3月から 9月にかけてその濃度
が商くなった。





























































ザターフォーJレに合まれて林地に漉する金斜光栄況の季節変化を Fig.41ζ示した。 Ca， Mn， 
Kg/ha 
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Monthly changes of amount of metal el邑mentsreturned to forest 
soi1 with literfal 








件られた Ca の結~~ば報告されている 711殻常総針紫樹林での似Ilとよく一致している。
ところで， :]'f者らは，今回， リターフォーJレについて綿べた同じ試験地で， 1976年6月から
1977年7月まで， 7Jく試料を媒体にした金問
先議の収支を求めたへその結果， Na. La. 
Th. Sc.および Smは，降水 (P)をベー
スにした流出水 (S)との収支(Sj P)に
ついても，さらに，林地に迷ずる樹冠通過
雨 (TF) と樹幹流 (SF) との和をベー




Tab181 Amounts of m8lal elements rcturncd 
to for8st soi1 with liUcrfall. 
Elcment 人口lounl I Elcment Amount 
C1，g/ha・
Ca 32.1 Rb 19.5 
Mn 3.27 La 6.93 
人i 2.J2 Ce 1.27 
Fe 0.91 ¥/ J.76 
Na 0.10 8m ] .62 
おれ 0.17 8c 0.21 
った。 たとえば， Laの場合， それぞれの水試料に含まれる散 (gjha'yr)は， P; 1. 09. TF ; 
2.02. SF; 0.17.および、 S;6.46である。 ところで淵査時期が奥なるが， Table 1 に示したよ
うにリターブオーノレとともに林地に入ってくる Laは， 6.93 gjha・yrであり， TFとSFにこ
















1) 縫利炎森林の物質循環.東京大学tl:ll授会.東京.124pp. 1987 
2) 片山率会{共事与):ヒトと森林.共立出j民東京.pp 151-167. 1982 
3) g'iおや士・問問iほ紀・仏!lマ i$・井上次郎・汚水 敦:環滋Hrt~ としての飾水中の微;ほjï:;潔.京大淡級
57. 335叩342.1986 
4) 佐藤大七郎・誕利夫編:殺t/(.*京.文永堂.pp 215-217. 1978 
5) TSUTSUMI. Toshio. N ISHlTANI. Yoshimitsu. KIRIY AMA. Yukio: On the Effect of Soil Fertility on 
the Rate and the Nutrient Element Concentration of LitterfaIl in a Forest. El生態会総.3. 313時
322， 1983 
6) TSUTSUMI. Toshio: On the Relalion between Nutrient Elcment Concentration in Leaves of Trees 
and Shrubs and their Growing Soil Condition. Physiol. Ecol. Japan. 18. 137叩 147.1981 
7) 初日立i炎:臼林総.48. 135向138.1958 
8) 小山1主夫・お悶災弥・白川iEl.去・片山学士:中性子放射化分析liミによるI泌物mゅの徽低先議の分布とq会
災策秘の研究.放射性コノぜJ川、の放射生態宇的絡!日Jl認に|渇するJ:Êj~J研究会報公. 20. 1982 
9) KATAYAMA. Yukio. YAMASHITA. Hiroshi. ISHlDA. Norio. ISHlMARU. Yutaka. TSUTSUMI. Toshio: 
52 
Water Cycle and Quarity in the Forest Area同Budgetof Metal Elements. -ACS/CSJ Chemical 
Congress (Honolulu Hawai， 1979) Abstracts of Papers. ENVR 240 
Resume 
The behavior of nutrient elements such as N. P. K. Ca. and Mg in a forest ecosystem 
have been reported. Most of these reports have been mainly focused on the amounts of 
nutrient elements and the circulation in a forest. However. many metal elements beside 
above mentioned elements returned to forest soil with throughfall. stemflow. dust. and 
literfall. 
1n this paper. the behavior of metal elements returned to a forest soil with literfal 
was investigated at Kiryu experimental site. southeast part of Shiga prefecture. where the 
stand of this site mainly comprises of Hinoki (Chamaecyparis obtusa Endl.). Akamatsu 
(Pinus densiflora Sieb. et 2ucc). and Kuromatsu (Pinus Thunbergii Parl). Litterfall was 
collected over two years (from Nov.. 1985 to Oct./l987). Litterfall increased from October 
to December. and the annuaI average was 5.03 kg/ha • yr. The metal elements in literfal 
were measured using instrumental neutron activation analysis. The metal elements such 
as Ca. Mn. Al. Fe. Na. 2n. Rb. La. Ce. Sm. and Sc were detected in al samples. but V 
was detected in only a part of samples. The amounts of metal elements returned to the 
forest soil with literfal were as follows; Ca 30.1. Mn 3.27. Al 2. 12. Fe O. 91. Na 0.40. 
2n 0.17 (in kg/ha. yr) and Rb 19.5. La 6. 93. Ce 4.27. V 1. 76. Sm 1. 62. Sc 0.24 (in 
g/ha. yr). 
